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次世代シーケンサーを⽤いた全ゲノム解析に基づく、神経筋疾患（筋萎縮性側索硬化症（ALS）等）患
者の新たな診断・治療法 （2015 年：第 10 回） 

PTSD 治療における仮想現実（VR）活⽤の進展 
初版投稿：2018/04/19 ，最新版投稿：2018/04/25 

 執筆者：栗林 美紀（主任研究官） 

仮想現実（ Virtual Reality, VR ）は、⼀般的にはエンターテイメント領域での活⽤が知られ
ていますが、医療分野も重点な適⽤領域として知られています。医療分野でのＶＲ利⽤に
は、医学教育や⼿術⽀援があり、これ以外に認知⾏動療法にも活⽤されています。特に近年
では、 VR デバイスの技術⾰新により、 VR を⽤いた認知⾏動療法において、これまで以上
に臨場感を伴い、五感に訴えるようなシミュレーションが⽤いられるなど、急速に進展して
います。この研究の中⼼の⼀つである、南カリファルニア⼤学（ USC ）クリエーティブ・
テクノロジー研究所（ ICT ）では、 2005 年頃からシミュレーションゲームのコンテンツや
技術を活⽤して、 PTSD( 強い⼼的ストレスにより引き起こされる障害）の緩和に VR を活
⽤する取り組みが⾏われています。 1 ） 

医療現場の PTSD の曝露療法の課題 

PTSD はその程度により、様々な種別がありますが、とくにその症状が重く、悪化する傾向
があり、さらに数カ⽉を経ても⾃然に回復しない場合には、専⾨的な治療の対象となりま
す。その治療には、トラウマ体験に対する持続曝露療法（ prolonged exposure therapy ）
が有効とされています。持続曝露療法では、安全な治療の中でトラウマへの記憶を思い出さ
せ、トラウマの恐怖に慣れるとともに、思い出しても危険はないことや、⾔葉にすることに
よってトラウマを乗り越えられることを学習していきます。この療法で 70 〜 80 ％程度の
回復がみられるとされていますが、治療者の訓練、指導が難しいこと、時間と労⼒を要する
ため実施できる施設が限られていることが指摘されていました。 ２） 

VR 活⽤の取組事例  

ICT の Albert "Skip" Rizzo 博⼠は、 1990 年代初めから、医療分野における VR の活⽤を
調査し始め、 PTSD の治療における有効性の検証など、普及に向けて先駆的な役割を果たし
てきました。 3 ） 4 ） 

当初、 PTSD の治療による VR の活⽤は、臨床⼼理⼠の指導の下、段階的に、広画⾓ビデ
オで擬似体験や⼼傷状況を追体験するものでした。その後、ヘッドマウントディスプレイを
使⽤し、狭い場所でも視野を覆って没⼊感を⾼め、被験者の反応に応じたインターラクティ
ブな刺激を映像として提供することが可能になりました。 5 ） 6 ） 

Rizzo 博⼠らが開発した「 Bravemind 」では、 ICT が保有する豊富なコンテンツ資産（軍
の戦術的シミュレーションゲームのために作成していたモデルやテクスチャ）を活⽤し、特
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別に設計された⼀連の仮想シナリオを体験することが可能です。このシステムでは、視覚刺
激に加えて、⾳、振動および匂いを体験可能で、患者は安全で制御された条件下の仮想世界
で五感を通じた再体験ができます。臨床医は、別のインタフェース（ WOZ: Wizard of Oz)  
７） を介してシステムを操作し、徐々に適度なレベルまで刺激を上げながら患者⾃⾝にトラウ
マ体験について語らせることによって、不安を和らげていきます。現在、退役軍⼈ (VA) 病
院、軍事基地・施設、⼤学を含む 60 以上の拠点に導⼊され、 PTSD 症状の有意な減少をも
たらすことが⽰されています。また、 ICT では、このシステムを PTSD の予防や評価のた
めのツールとしても利⽤しています。 ８）９ ) 

 

ICT での医療現場における VR 利⽤の研究 出典 ： http://medvr.ict.usc.edu/ 

なお、同種の試みとして、曝露療法以外の療法への適⽤例も⾒られます。 Beyond Care 社
（オランダ）では、 PTSD の患者に外傷記憶を思い出させるのと同時に、⽬で動く物体を追
跡させ、この 2 重のプロセスを課してそれを繰り返すことで、激しい感情反応を引き起こす
能⼒を失うようにする眼球運動脱感作療法（ Eye-Movement Desensitization and 
Reprocessing ）⽤に、 VR アプリケーションを開発し、治験を⾏っています。 10 ）、 11 ） 

さらに、患者の外傷性記憶の提供が在宅治療で受けられ、治癒者が遠隔から進⾏状況を監視
する研究も進められています。 12 ） 

VR 活⽤の展開に向けて                  

最先端の VR 技術は、 PTSD 治療以外にも応⽤範囲を広げています。 USC 映画芸術学部
学部⻑の Elizabeth M. Daley 博⼠からは、⾃閉症患者の対⼈関係訓練プログラム（就業のた
めの仮想⾯談やインタビュースキルの習得等）を VR で提供し⽀援すること 13 ） や VR で
の没⼊感のある戦地体験を踏まえ、より深い討論を実施する 14 ） ⼤学での取組みを紹介いた
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だき、医療や教育の⽀援ツールとしての⼤きな可能性が指摘されました。（ 2017 年 9 ⽉ 
21 ⽇、筆者によるインタビューにて） 

また、⾼さ、⾶⾏、公共の場における恐怖症や不安障害の治療への適⽤も進んでいます
（ CleVR ， Psious ， VirtualRet ）。 11 ） 

⽇本では、曝露療法における VR 導⼊は限定的です 15 ） 。しかし、 VR は、通常の曝露療
法と⽐べて、その安全性、効率性、コストの点からも優位であると指摘されており 16) 、今
後本格的な導⼊が進む可能性があります。 
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これまでの科学技術予測調査における関連トピック 
・ 映像デジタル化、バーチャルリアリティ技術を活⽤した伝統芸能などの無形⽂化財、パフォーマン
スの保存・保護および技術伝承に関わる技術（ 2005 年：第 8 回） 

・ 映像デジタル化、バーチャルリアリティ技術を活⽤した、技術伝承のための仕組みの構築（ 2010 
年：第 9 回） 
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